
子供のための情報モラル育成プロジェクト 

テーマ「子どもの携帯電話・スマートフォン等の安全な使用のための家庭・   
     地域・学校が一体となった取組」 

実施主体：岐阜県関市ＰＴＡ連合会、岐阜県関市小中学校長会、 
        岐阜県関市青少年健全育成協議会 
協力団体：岐阜県関市教育委員会 

《取組の概要》 

 子どもたちが安全に携帯電話やスマートフォンが使用できるよう、関市ＰＴＡ連合会、関市小中学校長会、関
市青少年健全育成協議会が連携し、市内小中学校の全保護者に子どもたちの携帯電話やスマートフォン等の
使用規制を依頼し、家庭・地域・学校が一体となった取組を行っている。 

１ 本事業に取り組んだ理由（課題を含めて） 

 関市において、平成２６年２月に「情報機器の保有率等の調査」を行ったところ、自分の携帯電話やスマート
フォン、タブレットを持っている子どもの割合が小学校６年生で４２．８％、中学校３年生で６２．８％と高い数値で
あった。さらに、中学生の５７．１％の生徒がソーシャルネットワーキングサービス（ＳＮＳ）や無料通信アプリの利
用経験があることがわかった。 
 全国的に見られるように、インターネットに関わるトラブルの増加、ゲームやメールのやり過ぎによる不規則な
生活やそれに伴う体調不良等、子どもたちの安全・安心を脅かす状況が迫っていた。そこで、対策として関市全
体で子どもたちの安全・安心のための取組を行うことにした。 

２ 実施に至るまでの経緯 

【本事業への歩みだし】 平成２５年度内 
  学校だけではなく、家庭・地域も一体となった取組を行うことができないか、関市教育委員会から関市ＰＴＡ連   
 合会長、関市小中学校長会長、関市青少年健全育成協議会長に呼びかけた。 
【先進的な実践の取材】 平成２６年４月中旬 

  先進的な取組を行っていた愛知県刈谷市の取組の経緯やその成果等について取材を行った。 
【関市小中学校長会との意見交換会】 平成２６年４月中旬 
  関市小中学校長会役員と関市教育委員会関係者で刈谷市の取組を確認し、小中学校における状況につい 
 て情報交流を行った。そして、刈谷市と同様の取組を行うことについて検討した。 
【関係団体との意見交換会①】 平成２６年４月下旬 
  関市ＰＴＡ連合会長、関市小中学校長会長、関市青少年健全育成協議会長、関市教育長、関市教育委員会 
 事務局長、学校教育課長、学校教育課担当者で、関市全体での取組を行うことを確認し、その方針や実施に 
 向けた見通しについて話し合った。 
【関係団体ごとでの検討】 平成２６年５月～６月 
  各会での総会や役員会において取組の具体的な内容や日程について確認、周知した。 
【関係団体との意見交換会②】 平成２６年５月下旬 
  具体的な取組内容について検討し、実施に向けた日程について確認した。 

【関係団体との意見交換会③】 平成２６年７月上旬 
  取組内容や依頼文書を最終確認した。 
【取組開始】 平成２６年７月１５日 
  全小中学校一斉に、保護者宛に依頼文書を配布し、取組をスタートした。 

～ 考えよう 家族みんなで スマホのルール ～ 



３ 具体的な取組内容 

 市内小中学校の全保護者に、子どもたちの携帯電話やスマートフォン等の使用について、次のような依頼をし
た。 
 ○必要のない携帯電話やスマートフォン等を持たせない。 
 ○携帯電話やスマートフォン等を契約する際には、親子で約束をしっかり結び、必ずフィルタリングサービスを   
   受ける。 
 ○夜９時以降、子どもから携帯電話やスマートフォン等を預かる。 

４ 事業の成果 

 ７月１５日に取り組み始めて４カ月後の１１月に行ったアンケー
トでは、次のような成果が表れた。 
 ○小学校の高学年児童及び中学生の約２０％がメールの回数 
   が減った。 
 ○３３％の小中学生のゲームをする時間が短くなった。 
 ○３８％の小中学生の家での勉強時間が長くなった。 
 ○２９％の小中学生の睡眠時間が長くなった。 
 さらに、ある中学校では、このアンケート結果と自分たちの学校

の結果から、生徒会の役員が問題意識を持ち、携帯電話やス
マートフォンの安全な使い方のルールを全校へ提案し、全校宣
言として採択する取組が行われた。 
 また、保護者へのアンケートでは、この取組を「よいと思う」「ど
ちらかといえばよいと思う」と回答した保護者が９０％以上を占
め、保護者の関心も非常に高いことが分かった。 
 この取組を通して、約３０％の家庭で今回の取組を機に話し合 
                              いがもたれた。 
                              以前から話し 
                              合っている家庭 
                              も含めると、約 
                              ７０％の家庭で 

                              携帯電話やス                                                                              
                              マートフォン等 
                              の使い方につい 
                              て家庭で話し  
                              合ったことにな 
                              り、問題意識が 
                              一層高まった。 

５ 今後の展開 

・各小中学校において、携帯電話やスマートフォン等の安全な使 
 い方についての全校宣言を行うなど、子ども自身が主体的に 
 問題解決に取り組んでいく活動へ広げていく。 
・定期的に子どもたちや保護者にアンケートを実施し、関心や問 
 題意識の一層の向上に取り組んでいく。 
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メールをする回数が減った児童生徒の割合 

0.0 %

10.0 %

20.0 %

30.0 %

40.0 %

50.0 %

60.0 %

70.0 %

80.0 %

90.0 %

100.0 %

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 

ゲームをする時間が減った児童生徒の割合 
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家での学習時間が増えた児童生徒の割合 
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睡眠時間が増えた児童生徒の割合 

お子さんと安全な使い方やルールなどに 

ついて話し合いの場をもちましたか？ 

以前から話し
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